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株式会社サンプラネット（B） 
サンプラネットの組織変革：真の合併をめざして 

 

 2002 年春、サンプラネットの岡林功社長は文京の森がみえる社長室の窓から外を眺めつつ、5 

考えていた。 

 

 「６社合併の準備期間である 2001 年が過ぎた。いよいよこの 4 月から新サンプラネット

としての歴史が始まる。独立していた各社を合併して 1 つの会社としての意識を育てたい。

2002 年４月からの組織では、実質的には、従来の各社が事業本部へと変わった構造をもって10 

いるに過ぎない。真に一つの組織として力を発揮していくためにも、2003 年から組織を変え

たい。しかしどのような組織にすればいいのだろうか。また真の合併による統合のために、

組織構造の変化とともにどのようなマネジメントの仕組みが必要だろうか」 

 

サンプラネット 15 

 

 株式会社サンプラネットは、エーザイ株式会社の国内子会社６社が合併した企業である。 

 エーザイ株式会社（本社：東京都文京区、社長：内藤 晴夫）は、日本の製薬業界の中に

おいても代表的な企業の一つである。その国内子会社である「株式会社サンプラネット」、「株

式会社精案社」、「タケハヤ株式会社」、「株式会社カワシマ商事」、「株式会社学園商事」、「株20 

式会社エランド」が 2002 年４月１日に合併した。「株式会社サンプラネット」は、合併に先

 駆け、2001 年４月に他の５社を統括する持株会社として設立されていた。合併により、合

併各社の重複事業の合併や間接業務・システムなどの効率化を推進し、より一層のサービス

                                                  
  このケースは、株式会社サンプラネットの全面的なご協力の下、武蔵大学教授横田絵理と同教授米山茂美が行った調査

結果を基に、クラス討議の目的のため横田絵理が作成した（2004 年４月）。 


